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放送大学学歌
� 那珂太郎　作詩
� 柴田南雄　作曲
（一）

あまたの星々のなかの　この地球にあって
われらはまなぶ　世界を　自分を
われら　どこから来て　どこにゐるのか
生きるとはまなぶこと　まなぶのはたのしみ
知は光　みどりの未来を展く（ひらく）ため
いつでも　どこでも
見えない友と　共に生き　共にまなぶ
開かれた大学　放送大学

（二）

はるかな永劫のなかの　この時代にあって
われらは知らう　社会を　自然を
われら　どこから来て　どこへ行くのか
生きるとは知ること　知ることはよろこび
知は力　よりよい生（いのち）を拓くため
朝（あした）に　夕（ゆうべ）
親しい友と　語り合ひ　共にまなぶ
開かれた大学　放送大学

放送大学イメージキャラクター
“まなぴー”（山梨ご当地“まなぴー”）

1　知識を吸収し、集約し、人格形成され、外に向かって上昇していくことを表す。
2　多数の人々の教育を受ける機会を表す。
3　白は知識の吸収を、ブルーは人格の形成を表す。

放送大学シンボルマーク
　製作　永井一正 氏
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「面接授業」を大切に

この４月から、放送大学山梨学習センターで皆様の学修をお手伝いさせていただくこと
になりました。どうぞよろしくお願い申し上げます。
山梨県笛吹市一宮町に生まれ、小・中・高と地元の学校を経て、大学は美術教師だった
父の影響から、東京藝術大学に進学しました。大学院修了後、山梨県立宝石美術専門学校
に赴任し、縁あって山梨大学教育学部に奉職することになりました。今年3月で定年退職
となり、教員生活はあしかけ40年になります。皆様とともに、再び学びの輪の中に入れ
ることをたいへん嬉しく思います。
さて、新型コロナウイルス感染症が日本に上陸してから、2年以上が過ぎました。巷で
は、これからの“ウィズコロナ”“アフターコロナ”の社会像が語られていますが、まだ
まだおぼろげなままです。学校現場では、コロナ禍の影響で小・中・高・大学に至るまで、
政府のテコ入れもあり、授業の急速なオンライン化が進みました。実は2015年から始
まった「放送大学のオンライン授業」は、「すべての学習をインターネット上でおこなう」
という点において、図らずも今日の状況の先取りだったのではないでしょうか。
当方も山梨大学在職中、オンライン授業の試行錯誤をしてきました。Zoomなどのテ
レビ会議システムを使い、学生と教員がオンラインで生のやりとりをする同時ライブ双方
向授業です。その中で気が付いたことがあります。例えば、従来の対面授業の場合、どう
しても自分の意見と他人の意見がぶつかるのを恐れ、学生側には発言を遠慮する雰囲気が
ありました。ところがオンライン授業でなら、引っ込み思案になりがちな学生からも能動
的な姿勢を引き出せるようになりました。このように、たとえ音声と映像だけでも、受講
生と直接かつ同時に相互コミュニケーションを取れるのがオンライン授業の大きなメリッ
トです。
しかしながら画面越しの授業ですと、臨場感や空気感に欠けた、別の言い方をすると奥
行きや厚みのない表面的な印象になってしまいがちです。視聴中心の講義科目では問題に
ならないかもしれませんが、実材や機器などを使って実践的に学んでいく実習・実験で
は、なんとも歯がゆい感じがします。それはつまり、最終的には身体性に依存する人間の
性（さが）とでもいうのでしょうか。今回のコロナ禍によって、人と人との接触を計画的
に、かつ積極的に避けるという「新しい生活様式」が定着しました。逆にそのような社会
が常態化する時代だからこそ、「人間同士の生のふれあいの尊さ」がより際立ってきたよ
うな気がします。
そこで重要になってくるのが、各学習センターにおける面接授業です。放送大学では、
一定単位数の面接授業又はオンライン授業を受けることが義務付けられています。面接授
業では、教員と学生、あるいは受講生同士の直接的な語らいや、講義室に身を置くことで
「自分は大学で学んでいるのだ」という自覚を得ることができます。
受講生の皆様、放送大学山梨学習センターを有効に利用してください。皆様が充実した

学生生活を送れるよう、スタッフ一同一層の努力を重ねてまいります。

放送大学山梨学習センター所長

村松俊夫
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　学習相談

　学習の方法・進め方、卒業研究、大学院進学など修学上の諸問題について、山梨
学習センターの所長・客員教員等が相談に応じます。希望者は、事前に「学習相談票」 

（山梨学習センターウェブサイト・受付窓口にあります。）をセンター事務室に①持
参、②FAX、③メールに添付 のいずれかにより提出してください。希望者と助言
者双方の日程を調整のうえ相談日を決定し、お知らせします。
　なお、事務職員で対応可能なご相談についは、随時受け付けます。
＊ 放送授業の主任講師に対する質問については、「学生生活の栞」学部：Ｐ82 ／大

学院：Ｐ77を参照してください。

田中　健史朗
①山梨大学准教授
②臨床心理学、ｶｳンセﾘング心理学

【所長】

村松　俊夫
　専門分野：デザイン領域全般、図形科学、立体造形

近藤　英一
①山梨大学教授
②材料や化学とその応用

仲本　康一郎
①山梨大学教授
②言語学、言語教育

島　弘幸
①山梨大学教授
②物理と数学

望月　和樹
①山梨大学教授
②食品学・栄養学

小島　千か
①山梨大学准教授
②音楽鑑賞・表現・チェロ

【客員教員】①現職等　②専門分野
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　学習センター利用案内

学習センターは、学習の場、交流の場として、充実した学生生活を送るための施設です。
この『利用の手引』をよく読んでいただき、積極的に利用してください。

学習センターを利用できる人 ■

（1）本学の学生
（2）学習センター所長が特に認めた者

学習センターの主な業務 ■

（1）面接授業の実施
（2）単位認定試験の実施
（3）図書・印刷教材等の配架
（4）放送教材（DVD・CD）及びインターネット配信視聴設備の提供
（5）学生証及び各種証明書の発行
（6）学習相談
（7）奨学生（日本学生支援機構奨学金）の募集
（8）学生旅客運賃割引証の発行（全科履修生・修士全科生のみ）
（9）学生教育研究災害傷害保険の取扱
（10）研究活動・サークル活動等のための施設の提供

開所日と利用時間 ■

区　　　　　分 センターの開所時間【視聴学習・図書室の利用時間】

通常期間（火～日） 9:10～ 17:40

単位認定試験期間 8:40～ 19:00

閉所日

毎月曜日
国民の祝日に関する法律に定める祝日
年末年始（12月29日～1月3日）
その他学長又は学習センター所長が特に必要と認めた日

備　考
（1）	視聴学習・図書室の利用時間は、都合により変更することがあります。
（2）		視聴学習・図書室は、資料の整理や機器の点検整備などのため、臨時に閉室するこ

とがあります。

※	学習センターの開所日及び利用時間は、学習センター毎に地域の実情に応じて異なりますので、他の	
学習センターをご利用の際はご注意願います。
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　学習センター利用案内

悪天候による臨時閉所 ■

山梨学習センターでは、台風の接近等により、甲府市に大雨、暴風、大雪の特別警報、
または暴風警報が発令された場合は、原則として次の基準により、臨時閉所の必要な
措置を講じます。
なお、面接授業や単位認定試験が行われる日時での臨時閉所についは、この「悪天
候による臨時閉所」を基に別途ご案内いたします。

①	午前8時の時点で、甲府市に大雨、暴風、大雪の特別警報、または暴風警報が発
令されている場合、13時まで臨時閉所とします。
②	12時（正午）の時点で、甲府市に大雨、暴風、大雪の特別警報、又は暴風警報
が発令されている場合、終日臨時閉所とします。
③	12時（正午）までに解除された場合は、13時から開所します。
④	開所中であっても、甲府市に大雨、暴風、大雪の特別警報、または暴風警報が発
令された場合、臨時閉所とします。

このほか大雨や大雪、暴風などにより、安全確保に影響が生じることが予想される
場合や悪天候により交通機関（JR中央線、JR身延線）が計画運休等の場合、学習セ
ンター所長の判断により、開所時刻の変更または臨時閉所の措置を講じることがあり
ますので、あらかじめご了承ください。

＊これらの措置を行う際は、次により案内します。
・システムWAKABA（学内連絡）掲載
・山梨学習センター内掲示
・山梨学習センターｳェブサイト「お知らせ」への掲載
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　施設の案内

1F
 ■

2F
 ■

■	事務室（受付窓口）
　	　視聴学習・図書室等の利用及び
履修に関することや、各種手続き、
諸証明書の発行等を行います。

■	視聴学習・図書室
　	　放送教材の個別視聴及び図書資
料の閲覧に利用できます。

■	実習室
　	　コンピュータ利用、実験を含む
面接授業、及び単位認定試験等に
使用します。

■	多目的室
　	　面接授業及びサークル活動など
に使用します。

■	学生交流スペース
　	　休憩、談話、飲食等に利用でき
ます。

■	講義室1・講義室2
　	　面接授業、単位認定試験及び	
公開講座等に使用します。

■	保健・学生相談室
　	　客員教員による学生相談及び	
保健室等に使用します。

客員教員室

倉庫

多目的室

中庭

ELV 学生交流スペース

実習室

視聴学習・図書室＊
土
・
日
の
通
用
口

ロッカー室

個室（語学学習用）

事務室

＊：視聴学習・図書室の見取図は
　　本冊子P8を参照

所長室

掲
示
板

（32席）

学生交流スペース

会議室

ロッカー
（コイン式・無料）

講義室 1

講義室 2

教材準
備室

保健・
学生相
談室

（80席）

（80席）
ELV
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　施設の案内

施設利用上の注意事項 ■

【1】学生証
　学生証は、放送大学学生であることを証明するものであり、視聴学習・図書室の利
用及び単位認定試験の受験等、学習センターを利用する場合に必要ですので、常に所
持してください。

【2】ロッカー
　学習上必要とする教材以外の所持品は、ロッｶーを利用し、視聴学習・図書室内へ
は持ち込まないでください。
　ロッｶーは1階の視聴学習・図書室の入口及び2階の講義室2の入口の2箇所にあ
ります。
　ロッｶーの利用は当日限りです。また、ロッｶーの鍵を紛失した場合は、実費を弁
償していただきますので、注意してください。

【3】携帯電話の使用等
　学習センター内での携帯電話の通話は禁止されています。
　また、外部からの電話による呼び出しには、原則として応じられません。

【4】駐車場
　本センターには専用駐車場はありません。ただし、山梨大学の専用駐車場を利用す
ることができます。利用する場合は、山梨大学甲府キャンパス内にある「総合案内
所」にて手続きをしてください。（駐車料金200円）。その他の交通アクセスは本冊
子P27を参照してください。

【5】忘れ物・拾得物
　学習センター内での忘れ物・拾得物は、事務室に届け出てください。
　保管期間は拾得日から6ヶ月間です。

【6】保健
　身体に不調をおぼえた場合は、事務室へ申し出てください。

【7】禁煙
　学習センター内及び山梨学習センターのある山梨大学甲府キャンパス構内は、すべ
て禁煙です。

【8】その他
　山梨大学の施設のうち、本学学生が利用できるのは山梨大学附属図書館、厚生会館、
大学会館（食堂）、面接授業の際に使用する施設等です。これ以外の施設には、立ち
入らないようにしてください。



● 8

　視聴学習・図書室の利用

　視聴学習・図書室には、放送授業を再視聴できる設備があります。また、視聴学習・図書室
及び学生交流スペースに設置してあるパソコンは、「ユーザー名（学生番号10桁）・パスワード」
を入力して利用することができます。
　なお、Wi-Fi環境が整っていますので「無線LAN利用申請書」の提出等所定の手続きを行う
ことにより、個人のモバイル端末を利用して放送授業を視聴することもできます。詳細は本冊
子P12を参照してください。

視聴学習・図書室見取図 ■

書　架（図書）

視聴学習・図書室

視聴スペース

自主学習スペース

視聴・学習スペース 書架

書架

個室（語学学習用）

ロッカー室 OPAC

入口

掲示板 視聴用

書架（図書）

印刷教材CD・DVDPC

記入用
テーブル

ヘッドホン回収箱

多目的スペース
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　視聴学習・図書室の利用

入退室 ■

視聴学習・図書室への所持品の持ち込みは、学習上必要なパソコン等のモバイル端
末、図書、筆記用具などに限ります。ｶバン、袋類はロッｶーに入れてください。
貴重品は身に着け、携帯電話は、電源を切るかマナーモードなどに設定してくださ
い。

【入退室時の手順】

■ 入室時
①	受付窓口に「学生証」を提示し、「視聴学習・図書室利用票」（以下「利用票」）を持っ
て入室する。
②「利用票」に入室時刻、氏名等を記入する。
■ 退室時
①「利用票」に退出時刻、及び残りの項目を記入する。
②「利用票」を回収ボックスに投函し退室する。

（注）○座席は自由です。なお、座席の予約はできません。
　　　○個室（２席）の使用は、発音練習等をともなう外国語科目の学習に限ります。
　　　○多目的スペース以外での発音練習や私語は控えてください。
　　　○学習センターにある放送教材（DVD・CD）の室外利用及び郵送貸出はできません。
　　　○室内で飲食することはできません。学生交流スペースを利用してください。

視聴席では、放送教材（DVD・CD）を視聴することができます。
（注）○	2019年度以降の学部新設科目及び2018年度以降の大学院新設科目の配架は行っていま

せん。
【視聴の手順】

①	視聴するDVD・CDを棚から取り出し、その代わりに「使用中」の黄色ラベル
が貼ってある空ケースを挿入する。
②利用後はDVD・CDを棚に戻し、「使用中」の空ケースを元の位置に戻す。

また、インターネット視聴席では、専用の視聴用端末により、インターネット配信
による放送授業を視聴できます。

（注）○使用したヘッドホンは、回収箱に納めてください。（毎回消毒しています。）

放送教材の利用 ■
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■ 閲覧
　図書室には印刷教材、事典・辞書等の参考書、授業に関連した図書・雑誌があり、
図書室内で閲覧できます。閲覧後は元に戻してください。
　学習センター所蔵の図書・雑誌は貸出しできませんが、放送大学附属図書館より取
り寄せた資料の貸出・返却は扱っています。
■ 文献複写
　複写を希望するときは「文献複写申込書」に所定の事項を記入し、複写したい資料
とともに受付窓口に提出してください。
　複写料は、モノクロ１枚10円、ｶラー１枚50円です。
　なお、著作権法により次のような制限があります。
　　①図書室にある図書資料であること。
　　②個人の調査・研究を目的とすること。
　　③著作物の一部分であること。
　　④定期刊行物は次号が発行されている、または発行後3か月経過していること。
　　⑤一人につき1部であること。

　放送大学附属図書館は大学本部キャンパス（千葉市美浜区）内にあり、学習や調査・
研究を行うことができます。
　ｳェブサイトから貸出しを申し込んだり、電子資料を利用することもできます。
　サービスの詳細は附属図書館ｳェブサイトをご覧ください。
　URL：https://lib.ouj.ac.jp/ 
　利用時のログインID、パスワードはシステムWAKABAと共通です。
※	附属図書館の利用全般についてのお問い合わせは、附属図書館ｶｳンター（電話
043－298－4302）へ平日の開館時間内（9：00～ 18：30）にお願いします。

参考：放送大学附属図書館の利用 ■

図書資料の利用 ■

放送大学イメージ
キャラクター “まなぴー ”
（山梨学習センター）
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　放送教材（DVD・CD）の郵送貸出

　BS放送が受信できない又はインターネット環境がない等、ご家庭などに放送授業を
視聴する環境がない場合でも、放送教材（DVD・CD）を郵送にて放送大学本部からご
自宅に取り寄せることができます。

（１）学期の初めから単位認定試験期間終了まで
　　 ・履修している科目
　　 ・再試験を受験する科目
　　 ・特別講義

（２）単位認定試験期間の翌日からその学期の終了まで
　　 ・	開講中（第1学期は閉講後再試験科目を含む）のオンライン科目を除く全ての

科目
　　 ・特別講義

　　 20日間、5枚以内。
　　 ※上記の日数には、放送大学本部からの発送日および返却到着日を含みます。

　放送教材貸出申込書を放送大学本部に「郵送」又は「FAX」してください。「イン
ターネット」による申込みもできます。なお、電話での申込みはできません。放送大
学本部からの郵送方法は第四種郵便のみとし、送料は往復分とも貸出申込者（学生）
負担となります。
　なお、放送教材の郵送貸出に関する申込みから返却までの流れは『学生生活の栞』
学部：P34／大学院：P46にわかりやすく掲載されています。

貸出期間・貸出数 ■

貸出方法 ■

貸出しできる放送教材 ■
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　Wi-Fiの利用

　申請することにより山梨学習センター視聴学習・図書室及び同室近辺で
通信費の負担なくWi-Fi（無線LAN）を利用することができます。

申請方法 ■

（注）○	使用するパソコン等には、ｳイルス対策ソフトｳェアを導入していただく必要があります。
　　　○	利用期限は在学期間（申請時点では見込み）の末日までです。再入学した場合には、再度

申請してください。
　　　○	他の学習センターにおいても、同じID及びパスワードを使用してインターネットに接続す

ることができます（一部のセンターを除く）。

学
習
セ
ン
タ
ー
へ
申
請
、

　
　
　
　
　
　
利
用
許
可

「無線ＬＡＮ利用申請書」に必要事項を記入の上、情報セキュﾘティ
研修の修了証を提示し、申請する　→
　※	「無線ＬＡＮ利用申請書」は学習センター事務室、または学習セ

ンターｳェブサイト「各種お手続き」から入手してください。
「無線 LAN利用許可書」を受け取る　→　申請した機器を「無線
LAN利用許可書」に記載された「SSID」に接続する　→　「ID」・「パ
スワード」を入力し、インターネットに接続する（接続は各自で行っ
てください）

使
用
機
器
の
　

　
　
情
報
調
査

申請書に記入する情報を調べる
　・すべての機器について
　　　メーｶ、型番、OSバージョン
　・使用機器がパソコンの場合はさらに
　　　ｳイルス対策ソフトの名称、バージョン、有効期限

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

研
修

システムWAKABAにログイン→
　「学内ﾘンク」メニュー内「放送大学自己学習サイト」→
　「研修用教材　〇〇年度情報セキュﾘティ研修（学生用）」→
　次の画面で「メンバーになる」をクﾘック　→
　動画を視聴する　→　100点を取るまで小テストを繰り返す　→
　修了証をダｳンロードし、印刷又は画像保存する
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　情報システム等の利用

❶

❷

❸

システムWAKABA（教務情報システム）■ 

　学生の修学をサポートするため、システムWAKABA（教務情報システム）を提供
しております。インターネットに接続された自宅などのパソコンやモバイル端末があ
れば、システムWAKABA（教務情報システム）にアクセスできますので是非利用し
てください。

■ システムWAKABAの主な機能（詳しくは『学生生活の栞』をご参照ください。）
　①教務情報機能
　　・学籍情報、住所・連絡先情報、履修情報、単位修得状況情報、教材発送情報、変更・

異動手続、履修成績照会、科目登録申請等
　②キャンパスライフ機能
　　・大学・学習センターからのお知らせ、放送・面接授業の予定、試験期間の予定、

各種届出・申請様式の取得等
　③授業サポート機能
　　・インターネット配信システム、オンライン授業システム、Ｗeb通信指導シス

テム、単位認定試験の問題・解答ページ等への各種ﾘンク、資料室、質問箱等

「キャンパスメール」は、Webブラｳザを利用した電子メールシステムで、学生全員
にメールアドレスが割り振られます。大学からの修学関連の連絡が随時送信されます
ので、定期的に学生メールを確認してください。

キャンパスメール ■

放送大学のウェブサイト
https://www.ouj.ac.jp/

にアクセス
❶

ページ右下部の
「システムWAKABA
（教務情報システム）」

をクリック
❷ ❸ ログイン（アクセス）

ログインID：学生番号（10桁）を入力
パスワード：初期パスワードは生年月日（西暦）を入力
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　面接授業・単位認定試験

　面接授業は、放送授業及びオンライン授業とは別に、学習センターなどで他の学生
と一緒に直接講師から指導を受ける授業です。
　学ぶという共通の目標を持った学生相互の交流や教員との直接対話で理解を深め
るなど、大学ならではの有意義な授業です。
　なお、今後の新型コロナｳイルス感染症の状況により、「対面授業の中止（閉講）」
または「Zoom等のシステムによるWeb授業」への変更などがあります。センターｳェ
ブサイト等を常に確認してください。

■ 実施方法
　	　学習センター講義室等で、1科目につき90分の授業を7回、45分の授業を1回、
計8回受講し、授業時間外に実施する試験・レポート等に合格すると1単位が認定
されます。

■ 科目登録申請
　	　開設科目及び登録方法の詳細については、大学本部から別途送付される「面接授業
時間割表」「面接授業開設科目一覧」「科目登録申請要項」を熟読のうえ、登録を行っ
てください。他の学習センターが開設する科目を登録申請することもできます。
　	　なお、各学習センターが開設する面接授業科目の概要は、山梨学習センターの学
生交流スペースにある各ブロックの「面接授業時間割表」で確認できるほか、放送
大学ｳェブサイトでも確認することができます。　　

■ 追加登録申請
　　科目登録決定後、定員に余裕がある科目については、追加登録を受け付けます。
　	　追加登録申請の受付は、希望する科目を開設する学習センター・サテライトス
ペースの窓口で行いますが、申請方法は、各学習センター等によって異なりますの
で、注意してください。

■ 面接授業実施時間帯
　	　山梨学習センターの実施時間帯は、下表のとおりです。

　	　面接授業の実施時間帯は、科目を開設する学習センター等によって異なりますの
で、受講にあたっては、注意してください。

時限 実施時間帯
1 	 9:50～ 11:20
2 11:30～ 13:00
3 13:50～ 15:20

4
15:30～ 17:00

（2日目 試験・レポート等：16:15～ 17:00）

面接授業 ■
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　面接授業・単位認定試験

単位認定試験 ■

　放送授業を科目登録し、通信指導の結果により受験資格を得た方は、各学期末に行
われる当該科目の単位認定試験を受験することができます。
　2022年度1学期から、単位認定試験は原則として新しいWeb受験方式による実
施となります。
　実施方法は「Web受験法」を基本とし、一部の科目※のみ「郵送受験方式」により
実施します。各科目の実施方法・出願形式（択一式・記述式・併用式）は、各学期の「授
業科目案内」に記載してありますので参考にしてください。

Web受験方式 自宅等でのWeb受験が困難な方は下部（☆）を参照ください。
・自宅等から、インターネットを通じてWeb単位認定試験システムにアクセスし、
　問題閲覧・解答提出を行います。
・1科目50分の制限時間があります。（一時停止不可、1回のみ受験可能）
・科目ごとに「択一式」「記述式」「択一式と記述式の）併用式」のいずれかの
　形式で出題されます。
（択一式問題）　   　　（記述式問題）
　選択肢をクリックすることで  　　解答記入欄に文字入力すること
　解答します。   　　で解答します。　

郵送受験方式　※「正多面体と素数（’21）」、「日本美術史の近代とその外部（’18）」、「量子化学（’19）」のみ

･7月上旬ごろ、1月上旬ごろに大学本部から送られる問題用紙・解答用紙・提出用
　封筒を用いて、郵送で解答を提出します。
・試験時間の制限は行いません。・出願形式は「記述式」または「併用式」です。

☆自宅等でのWeb受験が困難な方へ　
　自宅等にインターネット環境がない方、パソコン等の電子機器の操作が困難な方等
は学習センターで受験することが可能です。
　山梨学習センターでの受験を希望する方は、本部から印刷教材が郵送された際に同
封された「学習センター受験申請書」を申請期間内に本部へ郵送してください。
　学習センターで受験する場合、「授業科目案内」及びシステムWAKABAに記載の試
験日・時限に受験する必要があります。

2022年度単位認定試験日程
区　分 第1学期 第2学期

学　部
大学院

7月15日（金）　	9：00～
7月26日（火）17：00

1月17日（火）　	9：00～
1月25日（水）17：00

＊	その他実施についての詳細は、単位認定試験前までに郵便物及びホームページ等で
案内される予定です。
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　各種手続き・証明書の発行

（1）住所等の変更 ■

　在学中に、種々の手続き、証明書等が必要になることがあります。詳細については、
『学生生活の栞』を参照してください。
　なお、新型コロナウイルス感染症対策として、「学生証の発行」「各種証明書の発行」
については出来るかぎり郵便で請求してください。

　現住所、連絡先の電話番号等に変更があったときは、「住所等変更届」を速やかに提
出してください。
　※これらの届出はシステムWAKABA（本冊子P13参照）からも行えます。

　学生証の発行は、写真票を大学本部に提出、又は、システムWAKABAに登録した上で、
本学習センターで発行しますので、学期開始後速やかに受付窓口でお受けとりください。
　なお、全科履修生の学生証は、２年ごとに更新されますので、古い学生証と引き換え
にお受け取りください。
　（学生証は、原則として窓口で本人確認のうえ、交付します。必ず学生本人が受け取
りに来てください。）
　郵便での受け取りを希望する方は、センターｳェブサイト→各種お手続き→学生証の
交付順により申請してください。

　在学証明書、成績・単位修得証明書及び在学期間証明書等が必要な場合は、「諸証明
書交付願」を受付窓口に提出してください。証明書発行手数料は１通につき200円です。
　郵便で請求する場合は、手数料と返信用封筒を下記により同封して学習センターに送
付してください。
　　・発行手数料（現金書留又は郵便為替〔1通につき200円の郵便定額小為替証書〕）
　　・	返信用封筒（12×23.5㎝）宛名明記の上、切手貼付（証明書1通分84円、2

通以上は重さに応じた額の切手）

　教養学部全科履修生及び大学院修士全科生が、自宅から学習センター又は大学本部に
通学する場合に使用できます。使用できる範囲は、面接授業の受講、単位認定試験の受
験、学習センターでの学習、大学が主催する学校行事への参加、卒業研究・研究指導の
調査・研究のための移動等に限られます。
　学割証の交付を希望する学生は、受付窓口に備えてある所定の申込用紙により申し込
んでください。

　教育研究活動中（面接授業受講中、単位認定試験の受験中、学校行事に参加している
間など）に発生する不慮の災害事故に対する補償のために、学生教育研究災害傷害保険
の制度があります。万一の事故に備え、保険に加入されることをお勧めします。
　保険料は100円です。加入すると加入日の翌日午前0時から起算して6年間補償の対
象になります。ただし、連続して在学中であることが必要です。

（2） 学生証の発行 ■

（3）各種証明書の発行 ■

（4）学生旅客運賃割引証（学割証）の発行 ■

（5） 学生教育研究災害傷害保険への加入 ■
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　山梨学習センターウェブサイト・教職員

山梨学習センターウェブサイト■

https://www.sc.ouj.ac.jp/center/yamanashi/
　ｳェブサイトには、面接授業、公開講座、研修旅行、緊急なお知らせなど様々な情
報を載せていますので是非ご活用ください。

　　所　　長　　村松　俊夫（元山梨大学理事・教授）
　　客員教員　　島　　弘幸（山梨大学教授）
　　　　　　　　近藤　英一（山梨大学教授）
　　　　　　　　仲本康一郎（山梨大学教授）
　　　　　　　　望月　和樹（山梨大学教授）
　　　　　　　　小島　千か（山梨大学准教授）
　　　　　　　　田中健史朗（山梨大学准教授）

　　事 務 長　　小澤　　理
　　事務職員　　水上　　修
　　　　　　　　平山　栄治
　　　　　　　　三枝　啓子
　　　　　　　　新藤　啓子
　　　　　　　　大柴　潮里

山梨学習センター教職員 ■



　単位修得までの流れ（学部）

今学期 ■

次学期 ■

学習開始

未提出
◎通信指導

不合格

未提出

不合格

不合格・未受験

合格

合格

合格

合格

不合格・未受験

通信指導

採点・評価

単位認定試験
受験資格あり

単位認定試験
受験資格なし

単位認定試験
受験資格なし

単位認定試験

単位修得

通信指導

改めて
科目登録

採点・評価

単位認定試験
受験資格あり

単位認定試験

単位修得

再
受
験
・
学
籍
の
継
続
が
条
件

再
提
出
・
学
籍
の
継
続
が
条
件

　放送及び印刷教材によ
り行われた授業について、
一定範囲の問題が出題さ
れ、その答案（レポート）
の添削を通して担当教員
の指導を受けること。

◎全科履修生・次学期
　も学籍がある選科履
　修生
　放送大学本部から「科目
登録申請要項」が送付され
ますので、履修しようとす
る授業科目を記入して本部
へ郵送してください。

◎学籍が切れる選科
　履修生・科目履修生
　所定の期間内にシステム
WAKABA（「教務情報→
継続入学申請」）により手
続きを行ってください。
　あるいは、次学期に全科
履修生として入学される場
合は、システム WAKABA
又は「全科履修生出願票」
で出願してください。選科
履修生・科目履修生として
入学される場合は、「継続
入学用出願票」を本部へ郵
送して出願することもでき
ます。
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　単位修得までの流れ（大学院修士課程）

修士全科生　学位取得まで ■

修士選科生・修士科目生　単位認定まで ■

不合格・
未提出

不合格・未受験

不合格・未提出

は臨床心理学プログラムのみ

不合格・
未受験

（学籍の継続が条件）

（学籍の継続が条件）

（学籍の継続が条件）

学習開始

学習開始

通信指導

単位認定試験 単位未修得

成績評価

単位修得

合格

合格

通信指導 単位認定試験
受験資格なし

単位認定試験
受験資格なし

翌学期再提出
資格あり

翌学期再提出
資格あり

修士論文

翌学期再試験
受験資格あり

翌学期再試験
受験資格あり

研究指導

審査・口頭試問

演習・基礎実習

実習
（本部・学外実習施設）

単位認定試験

成績評価

単位修得 修 了 要 件 充 足

修 了（修士の学位授与）

◎通信指導
　放送及び印刷教材によ
り行われた授業について、
一定範囲の問題が出題さ
れ、その答案（レポート）
の添削を通して担当教員
の指導を受けること。

※再試験の受験資格は翌
学期に限ります。再試験が不
合格となった場合は、改めて
当該の科目登録申請が必要
となります。

（修士全科生・修士選科生・
修士科目生共通）

（学籍の継続が条件）

19●
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　2022年度　学年暦

（備考）面接授業は、山梨学習センターで開設する面接授業

第 1 学期 2022.4.1 〜 2022.9.30

4　月 5　月
日 曜日 事　　　項 日 曜日 事　　　項

1 金 第1学期授業開始 放送授業期間
【4月1日～7月14日】

1 日

2 土 2 月 閉所日

3 日 入学者の集い(山梨ＳＣ）オンライン授業【4月5日～7月中旬】 3 火 閉所日（憲法記念日）

4 月 閉所日 4 水 閉所日（みどりの日）

5 火 5 木 閉所日（こどもの日）

6 水 6 金

7 木 7 土 通信指導提出期間
（Web）
【5月9日～31日】
（郵送）
【5月16日～31日】

8 金 8 日

9 土 9 月 閉所日

10 日 10 火

11 月 閉所日 11 水

12 火 12 木

13 水 13 金

14 木 14 土 面接授業

15 金 15 日 面接授業

16 土 面接授業期間
【4月16日～7月31日】
〈面接授業追加登録〉
（空席発表：4月16日）
（追加登録：4月21日～）

16 月 閉所日

17 日 17 火

18 月 閉所日 18 水

19 火 19 木

20 水 20 金

21 木 21 土 面接授業

22 金 22 日 面接授業

23 土 面接授業 23 月 閉所日

24 日 面接授業 24 火

25 月 閉所日 25 水

26 火 26 木

27 水 27 金

28 木 28 土 面接授業

29 金 閉所日（昭和の日） 29 日 面接授業

30 土 30 月 閉所日

31 火 通信指導提出期限

この学年暦は、予定で作成しています。直前に送付される案内やセンターｳェブサイトで確認してください。
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　2022年度　学年暦

6　月 7　月
日 曜日 事　　　項 日 曜日 事　　　項

1 水 1 金 次学期出願受付期間
（学部・大学院）
【第1回】
【6月10日～8月31日】
【第2回】
【9月1日～9月13日】

2 木 2 土 面接授業・公開講座

3 金 3 日 面接授業

4 土 面接授業 4 月 閉所日

5 日 面接授業 5 火

6 月 閉所日 6 水

7 火 7 木

8 水 8 金

9 木 9 土 面接授業

10 金 次学期出願受付期間
（学部・大学院）
【第1回】
【6月10日～8月31日】
【第2回】
【9月1日～9月13日】

10 日 面接授業

11 土 面接授業 11 月 閉所日

12 日 面接授業・公開講座 12 火

13 月 閉所日 13 水

14 火 14 木

15 水 15 金 単位認定試験 単位認定試験
【7月15日9:00～
　7月26日17:00】

夏季学習期間＝再放送等
【7月15日～9月30日】

16 木 16 土 単位認定試験

17 金 17 日 単位認定試験

18 土 18 月 閉所日（海の日）

19 日 卒研ガイダンス 19 火 単位認定試験

20 月 閉所日 20 水 単位認定試験

21 火 21 木 単位認定試験

22 水 22 金 単位認定試験

23 木 23 土 単位認定試験

24 金 24 日 単位認定試験

25 土 面接授業 25 月 閉所日

26 日 面接授業 26 火 単位認定試験

27 月 閉所日 27 水

28 火 28 木

29 水 29 金

30 木 30 土

31 日

（備考）次学期出願受付期間の（大学院）は、修士選科生、修士科目生対象

この学年暦は、予定で作成しています。直前に送付される案内やセンターｳェブサイトで確認してください。
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　2022年度　学年暦

（備考）次学期出願受付期間（大学院）は、修士選科生、修士科目生対象

8　月 9　月
日 曜日 事　　　項 日 曜日 事　　　項

1 月 閉所日 次学期出願受付期間
（学部・大学院）
【第1回】
【6月10日～8月31日】
【第2回】
【9月1日～9月13日】

1 木 次学期出願受付期間
（学部・大学院）
【第2回】
【9月1日～9月13日】

2 火 2 金

3 水 3 土 臨時閉所日（山梨大学
西キャンパス停電）

4 木 4 日

5 金 5 月 閉所日

6 土 公開講座 6 火

7 日 7 水

8 月 閉所日 8 木

9 火 9 金

10 水 10 土

11 木 閉所日（山の日） 11 日

12 金 臨時閉所日 次学期科目登録申請
受付期間（在学生）
（郵送）
【8月15日～30日】
(Web）
【8月15日～31日

12 月 閉所日

13 土 臨時閉所日 13 火

14 日 臨時閉所日 14 水

15 月 閉所日 大学院博士全科生・修
士全科生出願受付期間
【8月15日～26日】

単位認定試験成績通知
発送【8月19日】

15 木

16 火 臨時閉所日 16 金

17 水 17 土

18 木 18 日

19 金 19 月 閉所日（敬老の日）

20 土 20 火

21 日 21 水

22 月 閉所日 22 木

23 火 23 金 閉所日（秋分の日）　

24 水 24 土

25 木 25 日 学位記授与式・入学者
の集い（山梨ＳＣ）

26 金 26 月 閉所日

27 土 27 火

28 日 28 水

29 月 閉所日 29 木

30 火 30 金

31 水

この学年暦は、予定で作成しています。直前に送付される案内やセンターｳェブサイトで確認してください。
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　2022年度　学年暦

第 2 学期 2022.10.1 〜 2023.3.31

10　月 11　月
日 曜日 事　　　項 日 曜日 事　　　項

1 土 第２学期授業開始 放送授業期間
【10月1日～12月28日】

1 火

2 日 大学院修士全科生・博
士後期課程筆記試験 2 水

3 月 閉所日 3 木 閉所日（文化の日）

4 火 4 金

5 水 オンライン授業
【10月5日～1月中旬】 5 土 面接授業

通信指導提出期間
（Web）
【11月8日～29日】
（郵送）
【11月15日～29日】

6 木 6 日 面接授業

7 金 7 月 閉所日

8 土 8 火

9 日 9 水

10 月 閉所日（スポーツの日 10 木

11 火 11 金

12 水 12 土

13 木 13 日

14 金 14 月 閉所日

15 土 面接授業 面接授業期間
【10月15日～1月29日】
〈面接授業追加登録〉
（空席発表：10月15日）
（追加登録：10月20日～）

15 火

16 日 面接授業 16 水

17 月 閉所日 17 木

18 火 18 金

19 水 19 土 面接授業

20 木 20 日 面接授業

21 金 21 月 閉所日

22 土 面接授業 22 火 次学期出願受付期間
（学部・大学院）
【第1回】
【11月下旬～2月28日】
【第2回】
【3月1日～3月中旬】

23 日 面接授業 23 水 閉所日（勤労感謝の日）

24 月 閉所日 24 木

25 火 25 金

26 水 26 土 面接授業

27 木 27 日 面接授業

28 金 大学院第1次選考合否通知
【10月28日】 28 月 閉所日

29 土 面接授業 29 火 通信指導提出期限

30 日 面接授業 30 水

31 月 閉所日

この学年暦は、予定で作成しています。直前に送付される案内やセンターｳェブサイトで確認してください。
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　2022年度　学年暦

12　月 1　月
日 曜 事　　　項 日 曜 事　　　項

1 木 次学期出願受付期間
（学部・大学院）
【第1回】
【11月下旬～2月28日】
【第2回】
【3月1日～3月中旬】

1 日 閉所日（元旦） 次学期出願受付期間
（学部・大学院）
【第1回】
【11月下旬～2月28日】
【第2回】
【3月1日～3月中旬】

2 金 2 月 閉所日（年始）

3 土 面接授業・公開講座 3 火 閉所日（年始）

4 日 面接授業 4 水

5 月 閉所日 5 木 放送授業期間
【1月5日～1月20日】

6 火 6 金

7 水 7 土 面接授業・公開講座

8 木 8 日 面接授業

9 金 9 月 閉所日（成人の日）

10 土 10 火

11 日 11 水

12 月 閉所日 12 木

13 火 13 金

14 水 14 土

15 木 15 日 単位認定試験通知
（中旬）

16 金 大学院第2次選考合否
通知【12月16日】 16 月 閉所日

17 土 面接授業 17 火 単位認定試験 単位認定試験
【1月17日9:00～
　1月25日17:00】18 日 面接授業 18 水 単位認定試験

19 月 閉所日 19 木 単位認定試験

20 火 20 金 単位認定試験

21 水 21 土 単位認定試験 冬期学習期間＝再放送等
【1月21日～3月31日】

22 木 22 日 単位認定試験

23 金 23 月 閉所日

24 土 24 火 単位認定試験

25 日 25 水 単位認定試験

26 月 閉所日 26 木

27 火 27 金

28 水 28 土

29 木 閉所日（年末） 年末・年始学習期間
【12月29日～1月4日】 29 日

30 金 閉所日（年末） 30 月 閉所日

31 土 閉所日（年末） 31 火

（備考）次学期出願受付期間（大学院）は、修士選科生、修士科目生対象

この学年暦は、予定で作成しています。直前に送付される案内やセンターｳェブサイトで確認してください。
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　2022年度　学年暦

2　月 3　月
日 曜 事　　　項 日 曜 事　　　項

1 水 次学期出願受付期間
（学部・大学院）
【第1回】
【11月下旬～2月28日】
【第2回】
【3月1日～3月中旬】

1 水 次学期出願受付期間
（学部・大学院）
【第2回】
【3月1日～3月中旬】

2 木 2 木

3 金 3 金

4 土 卒研・修論発表会 4 土

5 日 5 日

6 月 閉所日 6 月 閉所日

7 火 7 火

8 水 8 水

9 木 9 木

10 金 10 金

11 土 閉所日（建国記念の日） 11 土

12 日 公開講座 12 日

13 月 閉所日 次学期科目登録申請
受付期間（在学生）
（郵送）
【2月13日～27日】
（Web）
【2月13日～28日】

13 月 閉所日

14 火 14 火

15 水 15 水

16 木 16 木

17 金 単位認定試験成績通知
発送【2月17日】 17 金

18 土 18 土

19 日 19 日

20 月 閉所日 20 月 閉所日
学位記授与式（本部主催）
【3月下旬】21 火 21 火 閉所日（春分の日）　

22 水 22 水

23 木 閉所日（天皇誕生日） 23 木

24 金 24 金

25 土 25 土

26 日 26 日

27 月 閉所日 27 月 閉所日

28 火 28 火

29 水

30 木

31 金

この学年暦は、予定で作成しています。直前に送付される案内やセンターｳェブサイトで確認してください。



　サークル活動・同窓会

　放送大学では、学生の研究やスポーツ等により、お互いの親睦を深め、啓発しあうことを目
的に、サークル・学生団体を結成することを認めています。
　学生団体の設立等の手続きは、『学生生活の栞』学部：Ｐ120を参照してください。
　山梨学習センターの所属学生が責任者として活動しているサークルは、次のとおりです。各
サークルへの連絡については、受付窓口に問い合わせてください。

・あるこう甲斐
甲斐の国、山梨は、自然・文化・歴史がとても豊かと言われていますが、みなさん実感して
いますか？　なんとなく感じていますが　いまひとつ……。 そんなところでしょうか？　
やっぱり自分の足でかせがないと、良さは分かりません。一緒に歩きましょう！
幸い、サ－クル「あるこう甲斐」の活動は、山梨学習センタ－開設以来今に至るまで続いて
います。自然とふれあい、仲間とふれあい、文化や歴史を学んでみませんか。
自分を一歩前に進めるきっかけになれば楽しい学生生活が待っています。
皆さんの入会をお待ちしています。

・Ｐ&Ｃ（Photo & Computer）活用研究サークル
P＆C活用研究サークルは、放送大学に在籍している学生の皆様に「写真やパ
ソコンを通し学生間の親睦の場」として役立てていただきたいと思っています。
気軽な感じで参加してください。興味のある方、及び入会希望の方はお気軽に
ご相談ください。

・英語サークル「ローマの休日」
英会話サークル「ローマの休日」は、英語好きな仲間が集まり、活動は毎週金曜日　
AM10:00～12:00、学習センターで日常会話を中心に身近な話題を英語で話
し合い、和やかな雰囲気の中で間違いなど気にせず、英会話を楽しんでいます。
興味のある方は、いつでも入会できます。皆さんからの連絡をお待ちしており
ます。

・太極拳サークル
太極拳は、ゆったり身体を動かす運動です。
心身共にﾘラックス出来ます。長く続ける事により筋力が付き、より健康増進
につながります。是非一緒に活動しましょう‼
毎週金曜日ＰＭ1:30～３:30に、学習センターで活動しています。興味のある
方は、いつでも入会出来ます。皆様の入会、心よりお待ちしています。

・山梨名作映画研究会
映画が大好きな学生が集まり、国内外の名作映画を毎月１度鑑賞し、映画が
もつ永遠の魅力と文化を、珈琲を飲みながら議論してきました。
映画文化を通して、学生間の交流を深めることを目的にサークル活動をして
います。
私達と一緒に「名作映画」を楽しみませんか。

　山梨学習センター（旧甲府地区学習センター）に所属していた卒業生を会員とする放送大学
山梨学習センター同窓会も活動しています。
　同窓会では、機関誌「ふじざくら」を発行し大学との結びつきや会員同士の情報交換に努め
るとともに、研修旅行や講演会なども行い会員相互の親睦に努めています。山梨学習センター
所属の卒業・修了生であればどなたでも入会できます。

サークル活動 ■

同窓会 ■
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　案内図
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中央西門

厚生会館

（山梨大学）

附属図書館
大学会館

山梨大学甲府キャンパス
山梨学習センター

【交通アクセス】
甲府駅北口から武田通りを北上、センターまで徒歩約20分です。
バス利用の場合は、甲府駅北口バスターミナル2番乗り場から山梨交通バス「武田神社行」
又は「積翠寺行」に乗車し、「山梨大学」で下車してください（所要約5分、20～ 30分
間隔運行）。

NHK
甲府
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教 育 学 部
生命環境学部

山梨学習センター
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　2022年度　カレンダー

● 閉所日 単位認定試験（大学院＋学部） 面接授業

● ● ● ● 　　

● ● 　　 　　 ● 　　

● 　　 ● 　　 　　 ●
● 　　 　　 ● 　　 ● 　　

　　 ● ● 　　 ● 　　 ●

　　 ● ●
　　 ● 　　 ● ● ● ● ●
　　 ● 　　 　　 ● ● ● ●
　　 ● 　　 　　 　　 　　 　　 ● ● ●
　　 ● 　　 ● ●

● 　　 　　

● 　　 ● 　　 ●
● 　　 ● 　　 ● 　　

　　 ● 　　 　　 ● ● 　　 　　 ●
　　 ● 　　 　　 ● ● ● ● ●
　　 ●

● ● ● 　　

　　 ● ● ● ●
● 　　 　　 　　 　　 　　 ● ●

　　 ● 　　 　　 ● ● ● ●
● ● ●

4月 5月 6月
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4

3 4 5 6 7 8 9 8 9 10 11 12 13 14 5 6 7 8 9 10 11

10 11 12 13 14 15 16 15 16 17 18 19 20 21 12 13 14 15 16 17 18

17 18 19 20 21 22 23 22 23 24 25 26 27 28 19 20 21 22 23 24 25

24 25 26 27 28 29 30 29 30 31 26 27 28 29 30

7月 8月 9月
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 1 2 3 4 5 6 1 2 3

3 4 5 6 7 8 9 7 8 9 10 11 12 13 4 5 6 7 8 9 10

10 11 12 13 14 15 16 14 15 16 17 18 19 20 11 12 13 14 15 16 17

17 18 19 20 21 22 23 21 22 23 24 25 26 27 18 19 20 21 22 23 24

24 25 26 27 28 29 30 28 29 30 31 25 26 27 28 29 30

31

10月 11月 12月
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 1 2 3 4 5 1 2 3

2 3 4 5 6 7 8 6 7 8 9 10 11 12 4 5 6 7 8 9 10

9 10 11 12 13 14 15 13 14 15 16 17 18 19 11 12 13 14 15 16 17

16 17 18 19 20 21 22 20 21 22 23 24 25 26 18 19 20 21 22 23 24

23 24 25 26 27 28 29 27 28 29 30 25 26 27 28 29 30 31

30 31

1月 2月 3月
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 1 2 3 4

8 9 10 11 12 13 14 5 6 7 8 9 10 11 5 6 7 8 9 10 11

15 16 17 18 19 20 21 12 13 14 15 16 17 18 12 13 14 15 16 17 18

22 23 24 25 26 27 28 19 20 21 22 23 24 25 19 20 21 22 23 24 25

29 30 31 26 27 28 26 27 28 29 30 31

第2学期

第1学期



MEMO

29●



〒400-0016  甲府市武田4-4-37
（山梨大学甲府キャンパス内）

 TEL 055-251-2238
 FAX 055-251-2193

URL:https://www.sc.ouj.ac.jp/center/yamanashi/
E-mail　yamanashi-sc@ouj.ac.jp

放送大学山梨学習センター


